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ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス『婚約書簡』について（二）
│ 精神分析の胎動
 
│ （金関）
（1）
『婚約書簡』と『夢解釈』１． 「革命の夢」と『婚約書簡』
フロイトは『夢解釈』の中で、 自ら「革命の夢」と呼ぶ夢を分析する。
これはフロイトが一八九八年七月二三日から二四日にかけての夜に見たと推定される夢である
⑴
 。そのときフロイトはアウスゼーヘ避暑に向
かう夜汽車で眠っていた。それは車中での夢だった。
その日、フロイトは、理由は書いていないが、 「高揚して、けんかっ
早い気分
⑵
 」だったという。そして、ウィーンの西駅で当時オーストリ
ア首相であったトゥーン伯爵を見かける。フロイトの闘争的な気分は首相という権力者を目にして、さらに刺激を受ける。駅員は乗車しようとするトゥーン伯爵に、それが誰である に気づかず、乗車券の提示を求める。すると伯爵は何も言わず 手のしぐさだけでその を追い払ってしまう。そんな光景を目にして、 の内で 俄然、反発心がわき起こ しかし、激情に駆ら その場で反逆の挙に出たわけではない。それは夜中の夢が生じるきっかけを与えたにすぎなかっ 。 「革命の夢」を記述 たフロイトは、その直後に「この夢全体
からは、どうも夢の中の私が革命の年一八四八年にいるという空想だという印象を受ける
⑶
」と述べる。この長い夢をここで引用するわけに
はいかない。また、複雑に入り組んだこの夢を要約することも難しい。夢の始まりは「学生集会」で「
あ
、
る
、
伯
、
爵
、
（
ト
、
ゥ
、
、ー
ン
、
か
、
タ
、
、ー
フ
、
ェ、
⑷）
が
、
演
、
説
、
を
、
し
、
て
、
い
、
る
、
⑸」という場面である。前日にトゥーン伯爵を見かけたこ
とが夢の誘因となったのは明らかだ。この夢の分析の中で、フロイトはさまざまな想い出を検証しなが この夢に権威への反逆、最終的には父への幼児的な反逆という意味を見い す。そして、そ へと至る分析において、さまざまな想 出が浮かび上がるなかで、フロイトの想念は「イギリス在住の兄
⑹
 」に向かい、さらにそれはウィーンにお
ける反ユダヤ主義に連なる。
ここウィーンでは、白いカーネーションは
反
、
ユ
、
ダ
、
ヤ
、
主
、
義
、
を、赤い
カーネーションは社
、
会
、
民
、
主
、
主
、
義
、
を表す
⑺
 。
さらにこの連想の背後にはある想い出が潜んでいたという。
それは、美しいザクセ 地方（
ア
、
ン
、
グ
、
ロ
、
サ
、
ク
、
ソ
、
ン
、
［アングロサク
ソンはドイツ語で
A アンゲルザクセンngelsachsen 。この語に
S
ザクセンachsen
の音が含まれ
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る］ ）を列車で旅していたとき反ユダヤ的な挑発を受けたという想い出である
⑻
 。
「
ア
、
ン
、
グ
、
ロ
、
サ
、
ク
、
ソ
、
ン
、
」が強調されるのは、 「イギリス在住の兄」のみ
ならず、 イギリスという要素からシェークスピアの史劇『ヘンリー八世』が想起されていて
⑼
 、この夢の連想圏でイギリスという想念が重みをも
つからだ。しかし、 この「反ユダヤ的な挑発」という出来事については、『夢解釈』ではこれ以上何も語られていない。
この出来事に関する記述を『婚約書簡』第二巻
⑽
 に見いだすことがで
きる。それは一八八三年一二月一五日にライプツィヒ行きの列車内で起きた小さな事件だった。
フロイトにはエマーヌエル（一八三三年〜一九一四年）とフィリッ
プ（ （一八三六年〜一九一一年）という二人の異母兄が た。エマーヌエルはフロイトより二三歳、フィリップは二〇歳年上で、二人は一八五九年にイギリスに移住し、マンチェスターで暮らしていた。フロイトは八三 一二月一〇日付けのマルタ宛の手紙で エマーヌエルから「一二月一六日か、 七日」 （
B
b.2. S. 488 ）に会えないかと誘われ
たと書いている。商用でラ プツィヒに行くので、そこまで来な かという手紙が来たのである。 は、ライプツィヒへ 旅行をさらにハンブルクへと延長し、マルタに会えないかと思い巡らし、 たマルタもそれを望むのだが、 かし、それは経済的理由からあきらめざるをえなかった。エマーヌエルからの知らせではミスター・ロビンソンという同僚と旅行するということだった。しかし、それはフロイトに一杯食わせるためのいたず だった ライプツィヒで相見えると
エマーヌエルに同行していたのは、じつはフィリップだった。まったく予期せぬままにもう一人の兄に出会ったフロイトは、当然のことながらひじょうに驚いたと書いている（
B
b.2. S. 512 ） 。そして、その後、
三人でドレースデンに向かい、フロイトはツヴィンガー宮殿の美術館を見学した。そこでフロイトは絵画芸術に開眼することになった。ちなみに、ドレースデンはザクセン王国の首都であり、ライプツィヒは同国の経済 文化面での中心都市である。
ライプツィヒで書いたマルタへの手紙 （八三年一二月一六日付け） で、
フロイトはザクセンを走る列車内で起きた揉め事につい 語っている。三等車の車中のことである。フロイトは窓を開けておきたかったのだが、窓を閉めろと言う者がい 結局、窓 閉めて、換気口を開けということになったのだが、そのとき誰か別 者が「ありゃユダヤの下司野郎じゃないか」 （
B
b.2. S. 504 ）という声を上げたという。する
と最初に窓を閉めろと言った男は、 「われわれキリスト教徒は公益 いうものを重んじるのですがね」などと嫌 言い、さ にユダヤ人を侮蔑する発言をした（
E
bd. ） 。フロイトもこれに激しく言い返して、相
手を「殴り倒す」 （
E
bd. ）覚悟を決めたという。しかし、暴力沙汰には
至らなかった。しばらく て駅に停まると、降車する幾人かの乗客が窓を開けたので、フロイトはあえて開けっ放しにしておいた。すると、先ほどの悶着のことは知らなかった車掌が「冬は窓を全部閉めるこ 」（E
bd. ）と指示したので、結局フロイトもそれに従わねばならなくなっ
た。そのときフロイトにはまた 乗客たちから罵詈雑言が浴びせかけられ フロイトはマルタにこう書いている。
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僕は振り返って、 その親玉に、 まだ騒ぐのなら思い知らせてやるぞ、と怒鳴りつけてやったのです。 ［中略］その後は静かになりました。（B
b.2. S. 504f. ）
これに続けて書くように、フロイトは民族差別に対して自分が毅然
とした態度をとることができたことに満足していた。フロイトは学究の徒であっても、 けっしてひ弱なインテリではなかった。必要とあらば、粗野な振る舞いに及ぶこともできた。一二月の夜汽車で窓を開け放つことが正義にかな いるかどうかは別にしても
⑾
 、民族差別という不
正義を黙って見過ごすことはな った。それは『夢解釈』 語られるフロイトの父の姿と明らかな対照をなす。父 、一〇歳か一二歳の息子に散歩しながらこんな話をした。
「まだ若かった頃、わしはお前の生まれ故郷の町で、土曜日に通りを散歩していた。きちんとした身なりで、新しい革の帽子をかぶってな。すると、キリスト教徒の男がやって来て、いきなりわしの帽子をぬかるみのなかに叩 落とした。そし 、ユダヤ人、歩道から降りろと怒鳴りつけよった」 。 「それでお父さんはどうしたの」と尋ねると、父は「車道に降りて、帽子を拾っ のさ」と平然と答えた。少年の私の手を引く、大きくて力強い男として、それは私には英雄的だとは思えなかった
⑿
 。
「革命の夢」は、すでに述べたように、父への反逆の夢であると解釈される。そして、そのことは『婚約書簡』の記述を確認するこ よってさらに鮮明になる。 「革命の夢」は、自らの過去の振る舞いに言及し、民族差別に毅然とした態度をとる自分は父とは違う だと主張するの
である。 『婚約書簡』は自伝でもある『夢解釈』読解のための史料でもある。２． 「イルマの注射の夢」─イルマとマルタ
次に挙げる事例は、さらに深くフロイトの内面にかかわり、精神分
析の成立という点でも大きな意味をもつと考えられる。『夢解釈』第二章「夢解釈の方法」では、 「イルマの注射の夢」が「代表例となる夢」として分析、解釈されている。フロイトが「一八九五年七月二三日から二四日にかけて
⒀
 」の夜に見た夢にある女性患者が現
れる。 『夢解釈』でイルマという仮名が与えられ この患者 、実際にはアンナ・ハンマーシュラーク（一八六一年〜一九三八年）という女性だったことが明らかになっている。 私と私 家族 者たちは、この婦人ととても親しい付き合いがあった
⒁
 」と書かれているとおり、 『婚
約書簡』では、ハ マーシュラ ク家とこの女性のことがたびたび話題になっている。 「
大
、
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、
な
、
ホ
、
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、
─
私
、
た
、
ち
、
は
、
た
、
く
、
さ
、
ん
、
の
、
客
、
を
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、
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、
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そ
、
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⒂」という場面で始まる夢は実際には
「
そ
、
の
、
な
、
か
、
に
、
ア
、
ン
、
ナ
、
が
、
い
、
る
、
」という夢だった。そして、分析のなかで、
イルマ（アンナ）という夢の像の背後にはさらに別の女性たちが潜んでいることが明らかになる。それ 、 イルマの「親しい女友達
⒃
 」であり、
フロイトが診察した「女性家庭教師
⒄
 」であり、そして、フロイト夫人
マルタであった。
夢の中のイルマはフロイトに向かって「
喉
、
や
、
胃
、
や
、
腹
、
部
、
が
、
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、
れ
、
ほ
、
ど
、
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、
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、
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、
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、
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す、
⒅」と訴えかける。しかし、実際にはイルマ（アンナ）にはそうした
症状はなかった。そして、夢のイルマは「
青
、
白
、
く
、
、
む
、
く
、
ん
、
で
、
い
、
る
、
よ
、
う
、
に
、
見
、
え
、
る
、
⒆
」が、これも実際のイルマの様子ではない。さらに夢の中
でイルマを窓際に連れて行き、喉を見ようと口を開かせようとすると、彼女は「
入
、
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、
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、
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、
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、
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、
う
、
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、
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、
る
、
⒇」 。こ
れも現実の光景ではなかった。そして こうした夢の像からフロイトは「それらの特徴がほのめ すある別の人物

 」のことを想起する。フ
ロイトはこの部分に注をつけ、次のように述べる。
まだ解明していない腹部の痛みについての訴えは、この第三の人物に起因すると考えられる。それはむろん私自身の妻である。私に対する家内の物怖じが明瞭になるきっかけが幾度かあった。そして、腹部の痛みは私にそうしたきっかけのうちの一つを想起させる

 。
妻マルタとのいきさつは詳しく語られてはいない。むしろそれを避
けるかのように、本文では扱わず、わざわざこうした注 付していのであ 。そして、 この注でもマルタに「物怖じ」を感じる「きっかけ」が何であったのかは明らかにしていない。
婚約時代のマルタは胃痛に苦しんでいた。八三年八月一日付でこう
書いている。
ここ数日（つまり、三日間ですけど）少し気分のすぐれない日々を過ごしました。それは私の困った胃のせいで 。でも今日はまたいくらか元気になり した。医者の勧めに従って塩酸を少し服用し、食事制限をしっかり守っています。 （
B
b.2. S. 90 ）
マルタの胃痛は慢性化していたようで、幾度かそのことを話題にし
ている。翌日の手紙では「私の胃はずいぶんよくなりました」 （
B
b.2. S. 
93 ）と書き、さらに八月三日付の手紙では、 「自分の胃の存在はもうそ
れほど頻繁には想い出しません。ねぇ、お医者様、消化不良にならないようにするには、どうしたらよいのか教えてくださいな」 （
B
b.2. S. 
95 ）と請うている。それに対してフロイトは八月六日の手紙で「絶対
に招待は受けないこと、決して一度に大食しないこと、ミルクを飲んで、肉やハムを食べる ニシンとかそのほか変わったものは食べないこと」 （
B
b.2. S. 104 ） といったアドバイスをしている。長年にわたっ
てウィーンで暮らしたマルタにとってハンブルクのニシンはもう食べつけないものになっているだろうというのである。八月七日付けでマルタは「食事制限」 （
B
b.2. S. 112 ）を続ければ、胃痛はきっとすぐよく
なると書くのだが、八月一四日付では「胃痛」がふたたび起こり、 「ほんの少量のモルヒネ」 （
B
b.2. S. 134 ）を服用したと書いている。モルヒ
ネの依存性、危険性が認識され始めたの 、よ やくこ 頃であって、それを鎮痛等の目的で服用するのは当時はまだ異例のことではなかった
 。そののち八月一七日付けでも「私の困った胃痛には我慢がならず
ときには少し憤ってしまう」 （
B
b.2. S. 142 ）と書きつけている。それか
らしばらく胃のことは話題になってい 。ところが一二月三日 なてマルタは 「私の胃がまた言うことを聞こうとしなくなりました」 （
B
b.2. 
S. 476 ）と書き、同月一〇日には「ともかく胃が私の一番の弱点です」
（
B
b.2. S. 490 ）と嘆いている。
「イルマの注射の夢」では胃痛ばかりではなく、イルマとされる女性
− 110 − − 111 −
ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス『婚約書簡』について（二）
│ 精神分析の胎動
 
│ （金関）
（5）
の「入れ歯」 、 「歯が悪い」という特徴が思い浮かべられている。これも現実のイルマ（アンナ）とは一致しない。これもまたマルタに関連づけることができる。マルタはまた歯のことも訴えているのである。一〇月一日付けで「二本の歯を鉛かセメント（よくわからな のですけど）で埋めてもらう」 （
B
b.2. S. 297 ） 、一二月三日付では「歯の残骸
を取り除いてもらいました」 （
B
b.2. S. 476 ）と書き、翌四日付で「歯医
者に行って、うまくいき
B
b.2. S. 478 ）と報告している。
胃痛に苦しんでいると聞けば、恋人には確かに心配の種にはなるだ
ろう。しかし、胃の痛みはかなり深刻そうだが、どうも大病ではなさそうだ。とも く日常生活は営んで る あ ましてや歯痛は誰にでも起こることで、そうなれば歯医者に行くよりほかない。そんなことが一〇年以上経って見た夢に反映するというのもおかしなことだ。『夢解釈』のフロイトは『ハムレット』を引用する。
殿、そんなことを私たちに告げるのにわざわざ亡霊が墓から現れ出るには及びません

 。
夢という亡霊は些末な過去を告げるために現れるのではない。フロ
イトによれば 「夢はけっして些細な事柄とかかわ はしない

 」 のである。
婚約者の胃痛や歯痛それ自体が夢で想い出されているとは考えられい。そんなことを告げるために夢 生じる とはないとい がフロイトの主張であった。マルタの胃痛や歯痛からさらに自分 対する彼女の「物怖じ」が想起されていた である。そして、それはフロイトにとって深刻な意味をもっていた。
３．一八八三年の夏
イルマが胃や歯の痛みを訴えている頃、フロイトは─またしても

 ─
情動のうねりに揺さぶられていた。フロイトは八三年七月三一日付の手紙で、 マルタの手紙は「開けっぴろげな」ものと「隠蔽された」 （
B
b.2. 
S. 85 ）ものに分類できると書く。君から最後 もらったのは隠蔽された手紙で、それは僕の前に半ば謎として置かれています。 （
E
bd. ）
これは七月二九日付けの手紙でマルタが
あなたに言わなければならな ことがまだあるの。でも、まぁまた今度にします。そんなに急いでいるわけではないの 。 （
B
b.2. S. 
77 ）
と書いていることへの反応である。しかし、二九日 にはけっして深刻な一大事が「隠蔽」されてい わけ はなかった。それ まさに胃痛のことだった。そして、フロイトの七月三一日付の手紙を受け取る前に、マルタは八月一日付の手紙で胃痛 ことを打ち明けているのであ 。ところがフロイトは、マルタの「隠蔽」している がある別のことだと誤解し、激しく反応する。マルタは、七月二九日付けの手紙でフロイト マルタの兄エーリとのあいだに起きた「悶着」 （
E
bd. ）
に言い及んでいる。マルタは婚約間もない頃のことを思い返しているのである。マルタは「悶着」と書くのみで、具体的なことは記しておらず、何が起きたのか 明らかではない。マルタは、二人が別る今はそんな厄介事も起こらないと言って、寂しさを紛らわしているのである。こ 七月二九日 手紙でマルタ 確かに今のや せな 思
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いや過去のいざこざに触れてはいるが、言い淀んだのは胃痛のことでしかなかった。ところがフロイト 、何か書こうとしながら躊躇するマルタの態度と、その手紙でほのめかされた過去の出来事やマルタの思いとを結びつけ、ひどく興奮する である。七月三一日付けでフロイトはこう述べる。
そして、僕らの心に掛かることがあれば、必ずそれを語り尽くすように ましょう。全部なくなるまで、君と僕の心のあいだで、どんな想い出も 猜疑心もなくなってしまうまで片づけてしまうのです。だから、君が君の考えを隠そうとするたびに 僕は苦い想いに苛まれるのです。 ［中略］だ ら、君 手紙を書いていたとき、何が愛しい君を苦しめていたのか、思うが まに言ってください。 （
B
b.2. S. 86 ）
まるで『ヒステリー研究』のカタルシス法を先取りするかのように、
ここでは、そのキーワードでもある「語り尽くす（
aussprechen ） 」と
いう動詞が用いられている。フロイトはここで恋人に、そしてまた自分自身に、のちにヒステリ 患者に求めるのと同じことを求めているのである。と ろ 文通な だから、対話療法におけるよう その場で言葉をやりとりするわけにはいかず、必ず一日か二日の時間差が生じる。そして、二人はほぼ毎日手紙を書いているせいで、ある手紙に返事を出しても、さらにその返事が届く前に相手の書いた手紙を読むということもまま起きる。この場合も七月三一日付け 手紙を発送した後、フロイトはマルタが同じ三一日に書 た手紙を読むことになった。マルタはその手紙の末尾で「マックスも後でハンブルクに来るそ
うです」 （
B
b.2. S. 85 ）と書く。マルタとマックス・マイアーは、恋心
とは言わないまでも、過去に互いに好意は抱いていた

 。しかし、それ
はすでに過去のこと あるからこそ、マルタ 何気なくそう書いたのである。 これはマルタの失敗だった。 それを読んでフロイトは激怒する。八月二日付の冒頭で「少し怒っています」と書いているが、その手紙の筆致からは書き手が「少し」どころではなく、明らかに憤激していることが読み取れる。
僕は少し怒っています。それは君が毎日何をしているのか、受け取った手紙［七月三一日付］からは読み取れないからだし、また、「もうすぐマックスがハンブルクに来ます」という知らせの後に、君と彼のあいだには何のかかわりも生じないという内容の文が欠けているからです。 ［中略］つ でに言えば、この男性は僕ら二人にとっ それほど親しい間柄にはな ので、僕 の手紙では［マックスという親称ではなく］ Ｍ ・ マイアー氏と呼ば るべきなのです。もう今となっては、悪く取られようとも、ぶしつけにこう言うほかありません。つまり 君と僕はどんな曖昧さもなしに一体なのであり、よそ者 の「友情」など断固として遠ざけ おかねばならないのです。 して、皆にこのこ を見せつけてやらねばなりません。 （
B
b.2. S. 91 ）
嫉妬の手紙であることは確かだ。マックスがハンブルクに来るとい
うその一言に刺激されたのだが、その背後にはマルタが何かを「隠蔽」しているというフロイトの思いがあった。この手紙を受け取ったマルタは、八月四日付で返事を出して る。フロイト 憤激に驚き慌てて
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いるわけではなく、それはむしろ「あきれた」という調子の手紙だ。手紙を一言に要約すれば、 「馬鹿なことは言わないで」 （
B
b.2. S. 97 ）と
いうことになるだろう。どうも大人として振る舞っているのはマルタのようだ。この年若い女性がそもそもフロイトの激情にくじけないという も驚嘆すべきところである。
七月二九日付の手紙で「隠蔽」されたのが胃痛のことだとフロイト
が知るのは、マルタの八月一日付の手紙 届いた八月三日のことである。フロイト 三日付 手紙で、あんな隠し立てをするような書方をするものだから こんなことになってしまった─自分の興奮状態が引き起こされてしまった─とマルタ 責め、さらにこう書く。
君が「私は具合がよくなくて、胃の調子が悪いのです。今日は休ませてください」と書いてくれれば、 僕は落ち着いていられました。だって、僕の愛し 人 その愛情が消化不良のせいで消え失せたりはしないことぐらいわかって ますからね。でも君は三日間そのことを隠し おくことで、僕が英雄のように振る舞うことを求め、むしろ、奇妙な手紙を書 て、僕を ったく狂わせ、不幸にし、あれやこれや愚か い考えを抱かせたのです。そのせいで 僕は自分のしている もわからず、またしても君を傷つけ しまいました。 （
B
b.2. S. 96 ）
一応フロイトの興奮状態は収まったようだが、フロイトは、マルタ
が自分に対して一切合切を打ち明けようとしないという とに不信感を抱き、八月七日付で書くよう 「遠慮していて不誠実だ」 （
B
b.2. S. 
110 ）という想いを振り払うことができなかった。そうした想いがとき
おり爆発するのである。そして、そうした爆発が起きるのが─偶然としか言えないが─マルタが胃痛や歯痛を訴えるときと一致していた。４．一八八三年の冬
前述のとおり、歯のトラブルのことをマルタがフロイトに知らせる
最初の手紙が 〇月一日付けで、さらに一二月三日、四日付の手紙でそのことを話題にしている。ちょうどその頃、フロイトはマルタに向かって、かなり唐突な、と うよりむしろまるきり突飛な提案をしている（一一月二九日付の手紙） 。アメリカに移住するというのである。手紙の冒頭でフロイトは「君に説明しておきたい計画があります」 「君の同意なしにこれは成り立たない」 （
B
b.2. S. 458 ）と書く。さらにそれ
をこんなふうに説明する。
僕は─もしマイネルトの助手にならなければ─八五年のイースターに 病院を退職するつもりです。それまでには講師職には就いているものと思います。それからパーネトから二〇〇〇フローリン借りるのです。 ［中略］それで僕の少額の借金にかたをつけ、器具をそろえてアメリカへ渡ります。
さて、今度は君のこと。もちろん僕はハンブルク経由で出かけ
ます。君は自分の小さな財産を現金に換え、レアおばさんが約束してくれたお金をもらえ ようにするので ［中略］そうす ば、アメリカ滞在の最初の一年分はまず大丈夫でしょう。僕らはヴァンツベークで結婚し、すぐさま船で 出発で （
B
b.2. S. 
458f. ）
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アメリカで医者として生計を立てるというのだが、いきなりこんな
ことを切り出されても戸惑ってしまうのが当然で、にわかには返事のしようもないだろう。その返信（一二月二日付）でマルタは「昨晩、手紙をもらっていろいろと考えさせられ した」 （
B
b.2. S. 472 ）と書き、
さらに続けて
膝をつき合わせてお話しできるときに、お返事したいわ。 （
E
bd. ）
と書く。人生の重大事ではあり、相手にも冷静になってほ いので、少し冷却期間をおこうというのはまず常識的な判断だと言ってよいだろう。 かし、そうした常識は通じない。フロイトはまたも激昂する。一二月五日付けの手紙は次のように始まる。
僕の愛しいマルタ君からもらった最後の二通の手紙のせいで、僕は考え込んでしまい、また大きな痛みを感じています。 （
B
b.2. S. 479 ）
「最後の二通の手紙」とは、アメリカ行きについては考えさせてほしいという一二月二日付の手紙とその翌日の手紙である。三日付の手紙では、胃が痛み、歯医者にも行かねばならないと報告されて るが、それも含めて当たり障りのないことが書かれているにすぎない そして、まさにそのことがフロイトを きり立たせたのだった。つまり、自分が考え抜いた「プロジェクト」が無視され、ないがしろ されたと思いなしたのである。一二月五日付で次 よ に書く。
僕のプロジェクトに関する君の返事とき どうでしょう。これほど身 毛のよだつほど冷淡で、ほとんど愛情のかけらもない君からの手紙は読んだことがありません。僕と外国に行くことにつ
いて怖がることはもう何もないと君には請け合っているのですし、そのことは僕らのあいだでほぼ了解されているのです。こんなときまず怒らずにいないわけにはいか でしょう─単に何か君のほうに不具合があったとか、あるいは気が急いていたというのなら別ですけど。もしかして、どうで よ ような、らちもな ことでお客にでも行っていたのか 帰ってきたところだったのではないですか。─君は君の言葉によって生き いる男に向か 書いているの すよ。よくこんなことができるものですね。同意しようとせず、何も言わないで拒絶し、半年お預けにし、そして沈黙する。何につ て沈黙して るのか、なぜ沈黙して るのかわからないのです。はっきり えますが、これは君 うる最悪のことでした。 （
B
b.2. S. 480f. ）
そして、フロイトは一二月一〇日まで四日間にわたって手紙を出さ
ないのである。一般的には、四日に一度、恋人たちが手紙をやりとりしていれば、 二人は熱烈な文通をしていると言えるだろう。しかし、 ジークムントとマルタはほぼ毎日、手紙をしたためている。四日間も手紙を書かないのはもはやただごとではなかった。
一二月五日付のフロイトの手紙を受け取ったマルタはそれに対して
まことにまっとうな反応をする。一二月八日付の手紙で次のように書く。
あなたのプロジェクトについて私の考えを言うのは、会っ 話をするまで待ってほしい─そう頼んだのは、 確 にその通りよ。でも、それは手紙を書くための時間を惜しんで、どうでもいいよそ 人
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に時間を割こうとしたからではありません（これまで私と付き合ってきたあなたがど してそんな推測に至ったのか私にはさっぱりわけがわかりません） 。もう私のこと よく知っているのだから、そんな計画を聞けば、私が知らんぷりをするはずはないことぐらいわかっているでしょう。そんなことにも考えが及ばなかったのね。そして、進んであなたの計画に賛同するほど、 「無私 」私ではなかったことに気づいて、憤っていらっ ゃるのね。 （
B
b.2. S. 
484 ）
さらに金銭の工面についても、 「そんなふうにお金を恵んでくれると
か、貸してくれる人は私たちに対する敬意を失ってしまうでしょう」（E
bd. ）とフロイトの軽率さを諫めている。マルタはけっして「無私な
（
selbstlos ） 」な女性ではなかった。フロイトと結婚しなければ、歴史に
名を残すことはなかっただろう。独身で生きて、 たとえば文学者として、あるいは政治家 して活躍したとは思えない。そうした人々にそなわるある種の奇矯さがマルタには欠如するからだ。しかし、それだけに─繰り返しになるが─たぐいまれな強さ バランス感覚をそなえ 女性だった。
この手紙を受け取ったフロイトは、一二月一〇日付で「ようやく、
やっとのことでまた君に手紙を書くことができます」 （
B
b.2. S. 486 ）で
始まる手紙を書き送る。 「四日間も君とお互い考えてい ことをやりとりしないなんてことが きるとは思っていませんでした」 （
E
bd. ）とい
う。 タの八日付の手紙でやっ 「君 ふたたび見いだ （
B
b.2. S. 
487 ）というのである。それまでは手紙をもらっていても「アメリカ移
住プロジェクト」にはまともに取り合わず、とりとめのないことに終始する手紙ばかりだった。そのせいで、自分はないがしろにされ、愚弄されたように思っていたという。そして 八日付の手紙でマルタがはっきり自分の意見を述べてくれるこ で、フロイト 彼女を「ふたたび見いだし」 、安堵したのである 賛成、反対が問題な ではない。フロイトが求めてい は、マルタの真摯な言葉だった。フロイトはまさにマルタの「言葉によって生き る男」 （一二月五日付）だったのである。「アメリカ移住プロジェクト」はもちろん放棄された。マルタの八日付の手紙が届く前に、そ 計画についてブロイアーに話した ころ
「我々より我らが女性たちのほうがお利口さんなのはありがたいことだ」 （
B
b.2. S. 487 ）と言われ、フロイトも笑ってそれに同意したのだと
いう。フロイトを傷つけたのは、 婚約者の手紙の 「沈黙」 （一二月五日付）から生じる「氷のような冷たさ」 （
B
b.2. S. 487 ）だった。
５．開かれるイルマの口「イルマの注射の夢」で、フロイトはイルマを窓際に連れて行き、喉の中を見ようとする。するとイルマはそれに抗うようなそぶりを見せる。 そのときフロイトは入れ歯をした女性のことを想い起こす。 そ て、そののち「
口
、
が
、
ち
、
ゃ
、
ん
、
と
、
う
、
ま
、
く
、
開
、
か
、
れ
、
る、
」ので、フロイトは中を覗き
込む。
この夢を記述する前の「前置き」で、 フロイトは、 イルマがヒステリー
症状を呈していて、 精神分析による治療」をしていたのだと書く。と
− 104 − − 105 − （10）
ころがそれはうまくいかない。それはイルマが治療に抵抗し、談話療法においてすべてを語ろうとしないからだった。そのせいで、症状は消失しなかった。フロイトは らだっていた。夏休みになり、イルマは避暑地に旅立ち、治療 中断された。そうし とき友人の医師が避暑地でイルマ 出会 そののちフロイトに の様子を伝えた である。友人によると「以前よりはよいが、すっかり元気になったわけではない

 」ということだった。 「イルマの注射の夢」を見たのは、友人か
らその報告を聞いた夜だった。 「窓際に立つイルマ」という部分の分析で、フロイトはイルマの女友達の とを想起する。夢の中で見たイルマと同じ姿で、その女友達が窓際に立っているのを見たことがあのだった。フロイトの判断で 、その女友達にもヒステリー症状 見られた。まさに夢の中のイルマが訴える と同じ「喉が締めつけらる
 」という感覚がその症状だった。しかし、フロイトの治療は受けて
おらず、また治療を受けずとも、その女性ならば、自力で解決を見だせそうだった。フロイトはこの女性を より高く評価し いた。その女性のほうが賢明で従順だった。フロイトは、イルマでは く彼女が患者 った と空想するこ もあったという フロ トはこう解釈する。
そ
、
う
、
す
、
れ
、
ば
、
、
口
、
も
、
う
、
ま
、
く
、
開
、
か
、
れ
、
る
、
。つまり、イルマよりより多く
を語ってくれるだろう

 。
夢の中の「
口
 、が
 、ち
 、ゃ
 、ん
 、と
 、う
 、ま
 、く
 、開
 、か
 、れ
 、る
 、」という場面の背後には、
多くを語ってくれないイルマへの不満があり、そして、その口が開かれる場面は、患者が「多くを語ってくれる」という欲望充足を表して
いた。それが『夢解釈』における表向きの解釈である。妻の「物怖じ」はそれに関わることとして暗示され にとどまる。
夢に現れる胃痛と歯痛は、その一二年前のマルタの訴えに結びつく。
婚約者の胃痛、歯痛 自体が問題なのではない。ちょうどそうした痛みを訴えるマルタの手紙が届いたとき（八三年の夏 冬） 、フロイトの心は激しくかき乱され、まさに「もっ ちゃんと口を開いてほしい」という想いに囚われていたのである。マルタへの想いが「イルマの注射の夢」 背後の想念にお てきわめて重要な位置を占める。フロイトにとって、マルタはイルマと同じく従順ではなく、頑固に沈黙していたのである。先に引用した脚注では「物怖じ」と控え目に表現されるが、そ 背後にはフロイトの激情が隠 ていた
この夢は次のように始まる。
大
、
き
、
な
、
ホ
、
、ー
ル
、
─私
、
た
、
ち
、
は
、
た
、
く
、
さ
、
ん
、
の
、
客
、
を
、
出
、
迎
、
え
、
て
、
い
、
る
、
。
この最初の場面についてフロイトは次のように分析する。夢を見た
のは、夏の休暇を過ごしていた、ベルヴューと呼ば 別荘におだった。そこには「並はずれ 天井 高 、ホ ル ような部屋がいくつもあった

 」 。そして、 七月二六日生まれのマルタの誕生祝いの「二、
三日前」にこ 夢が生起したのである。マルタは 夢を見る前日「誕生日にイルマ 含めてたくさんの友達がお客さんに来てくれる を心待ちにしている

 」と言っていた。 「
私
、
た
、
ち
、
は
、
た
、
く
、
さ
、
ん
、
の
、
客
、
を
、
出
、
迎
、
え
、
て
、
い
、
る
、
」という場面において、夢はマルタの誕生祝いを先取りしているの
であ 。
それは家内の誕生日で、私たちはイルマも含めた多くの人々をベ
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ルヴューの大ホールでお客さんとして出迎えているのである

 。
夢の冒頭はフロイトのマルタへの想いを指し示す。そして、開かれ
る「口」は、真実を語ってほしいという婚約時代のフロイトの切実な欲望の充足でもあった。６、 『婚約書簡』と精神分析の萌芽
八三年九月二二日の手紙で、フロイトは「僕は今、人間の内面の最
深部を探求しています」 （
B
b.2. S. 270 ）と書き記す。それは、その後の
フロイト 知る者にとっては瞠目すべき一文である。ただし、これで何を言わんとしているのかは、その前後関係からは明らかにできない。その直前には、同僚のプフンゲン（一八五〇年〜 九一七年）のところで「悲喜劇的なこと」 （
E
bd. ）が起こったのだが、 それについてはもっ
と詳しいことがわかってから、あらためてマルタに書き送ると記されている。何か人間の不条理を想い起こさせるような出来事があったのだろうと推察される。しかし、のちにこの話題をふたたび持ち出すことはなかった。それほど深刻な事件ではなかったのだろ 。マルタもこれについては二四日の手紙で「 『人間の内面』なんておっしゃってるけど、 それは休暇中だけ こと ょう？」 （
B
b.2. S. 277 ） と書いており、
まじめには取り合っ ない。フロイトは休暇でバーデンに出 けようとしていたのである。「人間の内面の最深部を探究してい」ると言明するフロイトをマルタが軽くかわしたのは、この頃のフロイトが医学研究者と て 仕事に没頭しているのを知っていたから マルタに説明するところによる
と、それはこんな仕事だった（八三年一〇月一六日付） 。
それは、 脳の化学処理の方法なのです。わかりますか。だめだよね。つまり、 「周知 ごとく」脳を（たとえばエチルアルコールの中で）固めねばならないのです。そして、そこから薄く切り取って、線維や細胞がどんな位置関係にあるか、線維がどこへつながっているか、そういったことが見えるようにします。 （
B
b.2. S. 342 ）
フロイトは脳の顕微鏡標本作製の新たな方法を開発しようとしてい
たのである。すでにウィーン大学在学中からこうした方面に関心を向け、一八七九年には「神経系の解剖 的標本作製のための 法 するノート」と題された研究ノートを発表している

 。そして、その後も
医学研究の基盤 なる新技術の開発に勤しんで たのだっ 。ブリュッケ教授にその成果であるプレパラートを見せる 教授 「まことにもってこの方法だけで君は有名 なれますよ」 （
B
b.2. S. 370 ）と喜んで
くれたという（八三年一〇月二五日付） 。つね 順調に仕事が かどったわけではなく、ときには思いどおりにいかず、 「息もつけな 」 （
B
b.2. 
S. 436 ）こともあった（八三年一一月一九日付） 。それほどにフロイト
はその研究に熱中して た である。ブロイアーはある同僚に向かってこう言ったという（八三年一一月二〇日付） 。
僕［ブロイアー］は彼［フロイト］にいつもまずフィアンセについて尋ね、 それから［標本作製の］方法について尋ねるんだ。 （
B
b.2. 
S. 437 ）
ブロイアーの言うとおり、恋人と研究がこの頃のフロイトの心を占
めていた。研究のほうは一八八四年発表の論文「中枢 おける線維の
− 102 − − 103 − （12）
走行を研究するための新方法」に結実する

 。しかし、 「フィアンセ」と
の関係が結婚という形で決着するのはさらに先のことで、その間フロイト 心は不安定に揺れ動く。
三九歳で見た「イルマの注射の夢」は、夢見る者を一二年前の過去
に引き戻し、恋人に真実を語らせたいという欲望を充足する。しかし、真実とは何なのか。 「人間の内面の最深部を探求 しようとするフロイトは、そのと 脳 「最深部」を探ろうとしていた。しか 、両方の探究が一致し、脳のいかなる作用によって心 いう現象が生起するのかが完全に解明される は、おそらく二二世紀になっ からのことだろう。ましてや 九世紀末 科学技術の段階でその解明はまったくありえないことだった。最終的にフロイトは心の探究とい 道を選ぶ。フロイトは診察室を訪れる患者たちの口を開かせよう する。 かし、「真実を述べよ」と迫られても、患者にとってそれはたやすいことではない。そもそも当人が真実 知らないからだ。そのことをフロイトはしだいに学んでいく。「イルマの注射の夢」でフロイトは患者の真実を知ろうと、開かれた口の中をのぞき込む。その口 イルマ（アンナ）の口であるとともに、その女友達の口であり、またマルタの口であ そこにフロ は、
「
大
、
き
、
な
、
白
、
い
、
斑、ふ
」と「
鼻
、
甲
、
介
、
」らしき「
し
、
わ
、
の
、
入
、
っ
、
た
、
奇
、
妙
、
な
、
形
、
成
、
物
、
」を
見る
 。 「白
、
い
、
斑、ふ
」はフロイトにジフテリアの「偽膜

 」を想起させ、さら
にその病気のせいで娘が危険 状態に陥ったとき 想い起こせる。長女のマティルデ（一八八七年〜一九七八年）は危うく死 かけたのである。他方、 「
鼻
、
甲
、
介
、
」は鼻という連想から、そのときフロイ
トが用いていたコカインのこと（鼻からの吸引） 、さらにコカイン中毒で死んだ友人フライシュル（一八四六年〜一八九一年）へとつながる。開かれた口は死の想念を語る。しかし、それだけではない。 「
鼻
、
甲
、
介
、
」
からは別の経路が延びる。
この夢の末尾で「
ト
、
リ
、
メ
、
チ
、
ル
、
ア
、
ミ
、
ン
、
」という物質の「
化
、
学
、
式
、
」が現
れる
 。 『夢解釈』でたびたび「ベルリンの友人」として現れるフリース
（一八五八年〜一九二八年）によると、トリメチルアミンは人間の性的興奮の際に生じる物質だった。そして、フロイトはさらに次のように書く。
［フリースは］鼻および副鼻腔の疾患から生じる作用に関する、他に例を見ない専門家で、鼻甲介が女性器に対してもつ、いくつかのおおいに注目すべき関係を科学的に解明したのである

 。
フリースの専門は耳鼻咽喉科で、 『鼻と女性器の関係について』
（一八九七年）という著書があった。鼻甲介は、いわば東洋医学におけるツボのように、女性器と結びつくというのである。突飛な説にも思えるが、当時のフロイトはフリースに心酔していた。しかし、フリースの説を度外視しても鼻甲介 女性器と結びつく。鼻甲介はドイツ語では
N
asenm
uschel 。
N
ase
は「鼻」 、
M
uschel は「貝」の意で、また、
これは卑語で 「膣」 を意味する。
N
asenm
uschel という語そのものに 「鼻
と女性器の関係」が見いだされるのである。開かれた口はまた性の想念を語っていた。
真実を求めるフロイトの前で、女性の口が開かれる。フロイトは真
理探究を旨とする科学者を自認す とともに、また、愛する女性が発
− 102 − − 103 −
ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス『婚約書簡』について（二）
│ 精神分析の胎動
 
│ （金関）
（13）
する「言葉によって生きている」と告白する。そして、そのフロイトが開かれた口の中に見いだしたのは女性器だった。 「知る」というのは何と不思議なことだろう。ロゴス（言葉）を求める男のパトスは性に満たされていた。 「イルマはより多くを語ってくれ だろう」と書き記す部分に付した脚注でフロイト こう書 。
どの夢にも、少なくとも一箇所、究明しがたい箇所がある。それはいわば、夢がいまだ認識されていないものと関連づけられ
臍へそ
のような箇所なのである

 。
女性器はさらに臍の緒のようにして未知なるものとつながっている。
人間探求が尽きせぬ謎と結びつくことをフロイトはすでにマルタとの恋愛のなかで体験していた（八三年一二月一〇日付） 。
君は今なお僕にとってはずっと謎なのです。 （
B
b.2. S. 487 ）
その謎を探究しようとする知の衝動は、また性の衝動でもあった。
そして、まさにそ 衝動が性という謎の解明へ、精神分析へとフロイトを駆り立てたのである。
 
なお、本研究は科研費
25370086
の助成を受けたものです。
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